
　
業
界
の
皆
様
に
は
、
文
紙
Ｍ

Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
開
催
に
あ
た
り
毎
年

ご
支
援
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
本
年
は
、
大
阪
・
夢
洲
に
て

「
２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧

会
」
が
、
４
月
13
日
（
日
）
～

10
月
13
日
（
月
）
ま
で
開
催
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
期
間
中

の
８
月
５
日
、
６
日
に
例
年
通

り
マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
に

て
、
文
紙
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
２
０
２

５
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
万
博

と
共
に
皆
様
方
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
の
文
紙
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
２

０
２
５
の
開
催
は
、
既
に
文
紙

Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

に
て
、
７
月
１
日
よ
り
Ｗ
Ｅ
Ｂ

展
示
会
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
。

　
文
紙
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
は
、
生
産

者
団
体
が
主
催
す
る
展
示
会
イ

ベ
ン
ト
で
、
形
や
内
容
を
時
代

の
変
化
に
対
応
し
て
２
０
１
０

年
（
平
成
22
年
）
よ
り
、
文
紙

Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
と
し
て
開
催
し
、

既
に
15
年
目
に
入
っ
て
お
り
ま

す
。
文
紙
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
は
、
参

加
さ
れ
る
各
企
業
様
が
主
催
者

で
、
来
場
者
の
皆
様
に
満
足
し

て
頂
け
る
イ
ベ
ン
ト
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。
会
場
に
て
「
手

に
取
っ
て
」「
試
し
て
」
頂
け

る
数
少
な
い
展
示
会
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
本
年
の
文
紙
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
２

０
２
５
は
、
62
社
１
７
２
小
間

の
参
加
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
来
場
者
の
皆
様
が
楽
し

み
に
さ
れ
て
い
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
ゾ
ー
ン
へ
の
ご
参
加
は
、
21

社
28
テ
ー
ブ
ル
の
準
備
と
な
り

ま
し
た
。

　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
で
は
「
何
時
で

も
何
処
か
ら
で
も
」
参
加
出
来

る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
活
か

し
、
リ
ア
ル
会
場
開
催
で
は
、

実
際
に
「
展
示
さ
れ
て
い
る
新

製
品
を
出
展
企
業
か
ら
直
接
説

明
を
受
け
、
い
ち
早
く
手
に

取
っ
て
試
す
事
が
で
き
る
」
と

い
う
両
方
の
利
点
を
活
か
す
事

が
出
来
ま
す
。
こ
れ
は
、
文

具
・
紙
製
品
業
界
の
方
々
や
一

般
ユ
ー
ザ
ー
の
皆
様
方
も
、
期

待
を
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
の

在
り
方
で
あ
る
と
確
信
し
て
お

り
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
Ｗ
Ｅ

Ｂ
開
催
は
定
着
し
て
お
り
、
昨

年
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
来
場
者
数
２
５

５
、
９
１
９
回
と
な
り
、
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
会
場
に
来
ら
れ
た

お
客
様
の
70
％
を
超
え
る
方
が

Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
見
ら
れ
て
か
ら
の
ご

来
場
と
言
う
結
果
が
出
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
文
紙
Ｍ
Ｅ
Ｓ

Ｓ
Ｅ
が
目
指
す
Ｗ
Ｅ
Ｂ
と
リ
ア

ル
の
融
合
の
形
に
近
づ
い
て
い

る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
新
企
画
で
は「
黒
板
ア
ー
ト
」

の
ラ
イ
ブ
実
演
を
好
文
学
園
女

子
高
等
学
校
美
術
部
の
学
生
さ

ん
に
、
２
日
間
に
か
け
て
制
作

し
て
頂
き
ま
す
。
本
年
も
「
ぶ

ん
ぐ
の
匠
」
と
題
し
た
ミ
ニ
講

演
企
画
の
開
催
、
中
で
も
本
年

は
、
キ
ッ
ド
プ
レ
ナ
ー
ラ
ボ
の

８
名
以
上
（
小
学
生
か
ら
高
校

生
）
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
こ
ん

な
文
具
が
良
い
な
～
」「
こ
ん

な
文
具
が
欲
し
い
な
あ
～
」
と

題
し
た
プ
レ
ゼ
ン
を
実
施
し
ま

す
の
で
ご
期
待
下
さ
い
。
多
く

の
来
場
者
の
方
か
ら
大
変
好
評

の
「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
も
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。
例
年
の

「
日
本
文
紙
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
大
賞

２
０
２
５
」
コ
ン
テ
ス
ト
も
開

催
し
、
実
際
に
皆
様
の
前
に
新

製
品
を
並
べ
投
票
し
て
頂
き
ま

す
。

　
優
秀
な
製
品
に
は
最
高
賞

「
グ
ラ
ン
プ
リ
大
阪
府
知
事
賞
」

を
は
じ
め
、「
大
阪
府
も
の
づ

く
り
振
興
協
会
会
長
賞
」「（
一

財
）
大
阪
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

理
事
長
賞
」「
文
紙
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ

Ｅ
協
議
会
賞
」
を
準
備
し
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
例
年
通
り
大
阪
市
消

防
局
様
、
大
阪
市
立
図
書
館
様

の
ご
協
力
を
得
て
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
と

会
場
で
の
コ
ラ
ボ
事
業
も
開
催

致
し
ま
す
。
好
評
の
「
第
８
回

ス
テ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ー
川
柳
」
コ

ン
テ
ス
ト
も
引
き
続
き
開
催
致

し
ま
す
。
昨
年
は
、
全
国
各
地

か
ら
（
12
歳
～
90
歳
の
方
）
２

５
６
３
句
の
応
募
を
頂
き
ま
し

た
。

昨
年
の
会
場
開
催
は
６
７
７
６

名
様
の
ご
来
場
が
あ
り
ま
し

た
。
本
年
は
７
０
０
０
名
様
以

上
の
ご
来
場
を
目
指
し
ま
す
。

　
末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご

協
賛
、
ご
後
援
、
頂
き
ま
し
た

関
係
各
団
体
様
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
開
催
に

関
し
ま
し
て
は
、
流
通
業
界
の

皆
様
に
多
大
な
る
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
深
く
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

　
今
後
も
一
層
メ
ー
カ
ー
と
流

通
業
界
が
連
携
を
深
め
、
業
界

全
体
が
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く

こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま

す
。【
文
紙
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
協
議

会
代
表
幹
事
】

　
文
具
・
紙
製
品
の
祭
典
「
文

紙
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
２
０
２
５
」
の

開
催
に
あ
た
り
、
ご
支
援
ご
協

力
を
賜
り
ま
し
た
関
係
諸
官
庁

を
は
じ
め
、
出
展
企
業
の
皆
さ

ま
、
各
団
体
な
ら
び
に
関
連
業

界
の
皆
さ
ま
に
、
代
表
幹
事
の

１
人
と
し
て
衷
心
よ
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
は
、「
い
の
ち
輝
く
未

来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー

マ
と
す
る
「
大
阪
・
関
西
万
博
」

の
開
催
年
で
も
あ
り
、
ま
さ
に

未
来
志
向
の
１
年
で
あ
る
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。
既
に
万
博
を

訪
れ
た
方
々
も
多
い
か
と
存
じ

ま
す
が
、
最
先
端
の
技
術
や
ア

イ
デ
ア
が
世
界
各
国
か
ら
集
ま

り
、
多
様
な
文
化
と
価
値
観
が

交
差
す
る
空
間
に
は
、
言
葉
で

は
言
い
表
せ
な
い
ほ
ど
の
創
造

的
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
ふ
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
う
し
た
未
来
へ
の
ま
な
ざ

し
や
期
待
感
が
高
ま
る
中
で
、

私
た
ち
「
文
紙
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
２

０
２
５
」
も
こ
の
社
会
的
ム
ー

ブ
メ
ン
ト
と
歩
調
を
合
わ
せ
、

日
本
が
世
界
に
誇
る
文
具
・
紙

製
品
の
文
化
と
技
術
を
、
多
く

の
来
場
者
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら

体
感
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　「
文
紙
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
２
０
２

５
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
培
わ

れ
て
き
た
確
か
な
も
の
づ
く
り

の
精
神
を
礎
に
、
生
活
に
寄
り

添
う
機
能
性
、
美
し
さ
を
感
じ

さ
せ
る
デ
ザ
イ
ン
、
そ
し
て
人

の
心
を
動
か
す
創
造
性
の
す
べ

て
を
、
展
示
・
実
演
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
多
彩
な
形
で
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。
と
り
わ
け

本
年
は
、
次
世
代
を
担
う
若
者

た
ち
の
感
性
に
も
焦
点
を
あ

て
、
好
文
学
園
女
子
高
等
学
校

の
生
徒
に
よ
る
躍
動
感
あ
ふ
れ

る
「
黒
板
ア
ー
ト
」
や
、
キ
ッ

ド
プ
レ
ナ
ー
ラ
ボ
の
子
ど
も
た

ち
が
「
こ
ん
な
文
具
が
良
い
な

～
、
こ
ん
な
文
具
が
欲
し
い
な

あ
～
」
と
題
し
た
ミ
ニ
講
演

会
、「
文
具
の
匠
」
に
て
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
披
露
す
る

な
ど
、
未
来
へ
の
可
能
性
と
夢

が
詰
ま
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
数

多
く
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
単

な
る
展
示
イ
ベ
ン
ト
に
と
ど
ま

ら
ず
、
文
具
や
紙
製
品
を
通
し

て
、
流
通
業
界
と
メ
ー
カ
ー
、

そ
し
て
人
と
人
が
つ
な
が
り
、

学
び
、
育
ま
れ
て
い
く
文
化
の

再
発
見
の
場
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
先
に
ご
案

内
し
ま
し
た
万
博
な
ど
、
社
会

の
皆
さ
ま
の
体
験
価
値
が
大
き

く
高
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
延
長

線
上
で
は
な
く
、
消
費
者
の
皆

さ
ま
も
新
た
な
価
値
を
見
い
だ

し
、
そ
れ
を
ご
自
身
の
な
か
で

咀
嚼
し
、
受
け
売
り
の
価
値
観

で
は
な
く
、
自
分
自
身
で
見
つ

け
た
価
値
観
を
大
切
に
さ
れ
て

い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。
消
費
者
の
価
値
観
も

よ
り
個
性
化
・
多
様
化
し
、「
自

分
ら
し
さ
」
や
「
自
分
で
見
つ

け
た
価
値
」
を
大
切
に
す
る
傾

向
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
時
代
に
お
い
て

こ
そ
、
文
具
や
紙
製
品
が
持
つ

温
か
さ
、
創
造
性
、
手
触
り
の

あ
る
価
値
は
再
び
見
直
さ
れ
て

い
く
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
私

た
ち
業
界
関
係
者
は
、
そ
う
し

た
変
化
の
兆
し
を
前
向
き
に
と

ら
え
、
常
に
新
た
な
価
値
創
出

に
挑
み
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
も
バ
ー
チ
ャ
ル

と
リ
ア
ル
の
融
合
を
引
き
続
き

継
承
し
て
参
り
ま
す
。
７
月
１

日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
の
Ｗ
Ｅ

Ｂ
開
催
と
、
８
月
５
日
・
６
日

の
リ
ア
ル
開
催
を
通
じ
て
、
多

く
の
皆
さ
ま
に
そ
れ
ぞ
れ
の
ス

タ
イ
ル
で
ご
参
加
い
た
だ
け
る

環
境
を
整
え
て
お
り
ま
す
。
遠

方
に
お
住
ま
い
の
方
や
、
リ
ア

ル
来
場
が
難
し
い
方
も
、
オ
ン

ラ
イ
ン
上
で
豊
か
な
コ
ン
テ
ン

ツ
と
出
会
え
る
機
会
を
ご
用
意

し
て
お
り
ま
す
。

  

皆
さ
ま
に
と
っ
て
「
文
紙
Ｍ

Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
２
０
２
５
」
が
、
新

し
い
発
見
に
満
ち
た
、
心
と
き

め
く
時
間
と
な
り
ま
す
よ
う
、

関
係
者
一
同
、
力
を
合
わ
せ
て

準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
の
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。【
文
紙
Ｍ
Ｅ
Ｓ

Ｓ
Ｅ
協
議
会
代
表
幹
事
】

　
文
紙
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
協
議
会

（
一
般
社
団
法
人
大
阪
文
具
工

業
連
盟
、大
阪
紙
製
品
工
業
会
、

中
部
文
具
工
業
協
同
組
合
）
主

催
の
「
文
紙
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
２
０

２
５
」
は
、「
脈
（
み
ゃ
く
）」

を
テ
ー
マ
に
８
月
５
、
６
日
に

大
阪
市
中
央
区
の
マ
イ
ド
ー
ム

お
お
さ
か
で
開
催
す
る
。

　
今
回
も
会
場
は
、
リ
ア
ル
と

Ｗ
Ｅ
Ｂ
（h

ttps://w
w

w
.

b
u

n
sh

i-m
e

sse
.c

o
m

）

開
催（
７
月
１
日
～
８
月
31
日
）

の
併
合
型
と
し
出
展
62
社
が
１

７
２
小
間
で
設
営
す
る
。

　
初
日
、
２
日
と
も
開
始
時
間

は
午
前
９
時
半
か
ら
で
、
終
了

時
間
は
初
日
が
午
後
６
時
、
２

日
目
は
午
後
５
時
。
開
会
式
・

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
は
初
日
の
午
前

10
時
か
ら
、
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は

大
阪
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ン
ド
の
演
奏

で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
盛
り
上
げ

る
。

　
会
期
中
、
ユ
ー
ザ
ー
が
投
票

に
参
加
で
き
る
新
商
品
コ
ン
テ

ス
ト
「
日
本
文
紙
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ

大
賞
」
を
実
施
。
機
能
性
部
門

と
デ
ザ
イ
ン
性
部
門
に
分
け
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
投
票
と
会
場
投
票
を
行

い
、
６
日
午
後
４
時
か
ら
表
彰

式
を
行
い
、
グ
ラ
ン
プ
リ
の
大

阪
府
知
事
賞
は
じ
め
、
大
阪
府

も
の
づ
く
り
振
興
協
会
会
長

賞
、
大
阪
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

理
事
長
賞
各
１
製
品
、
文
紙
Ｍ

Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
協
議
会
賞
４
製
品
を

表
彰
す
る
。

　
新
規
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
１

階
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
横
で
好
文

学
園
女
子
高
等
学
校
美
術
部
よ

る
「
黒
板
ア
ー
ト
」
ラ
イ
ブ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
。
２
、
３
階
の
壁
面
で
は
同

校
の
油
絵
作
品
を
展
示
予
定
。

　
ま
た
、
８
月
５
日
午
後
１
時

～
２
時
「
ぶ
ん
ぐ
の
匠
」
コ
ー

ナ
ー
で
、
キ
ッ
ド
プ
レ
ナ
ー
・

ラ
ボ
の
子
ど
も
た
ち
が
「
こ
ん

な
文
具
が
あ
れ
ば
」「
こ
ん
な

文
具
が
欲
し
い
」
を
テ
ー
マ
に

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
。

　
特
別
企
画
イ
ベ
ン
ト
「
文
具

の
匠
」
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

出
展
社
に
よ
る
商
品
、
ブ
ラ
ン

ド
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。

　
１
階
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ゾ
ー

ン
で
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
客
に
も
対
応
す
る
。

　
来
場
・
閲
覧
者
は
、
業
界
卸

業
・
小
売
業
・
メ
ー
カ
ー
、
量

販
バ
イ
ヤ
ー
、
書
店
、
異
業
種

卸
業
、
異
業
種
小
売
・
メ
ー

カ
ー
、
法
人
ユ
ー
ザ
ー
、
各
種

異
業
種
業
界
、
教
育
・
研
究
関

係
そ
の
他
。

　
来
場
者
目
標
は
、
業
界
関
係

者
、
一
般
来
場
者
合
わ
せ
て
１

万
人
を
見
込
ん
で
い
る
。

「脈」をテーマに設定
文紙ＭＥＳＳＥ２０２５

60 社１７２小間で設営

Ｗ
Ｅ
Ｂ
と
リ
ア
ル
の
融
合

７
千
人
以
上
の
来
場
を
目
指
す

西
村
　
貞
一

変化の兆し前向きに
新たな価値創出に挑む

黒田　章裕


